
光

源

氏

の

一

面

1
そ
の
服
色
の
象
徴
す
る
も
の
一

伊

原

昭

（ ）

 
内
大
臣
殿
降
り
さ
せ
給
。
…
…
…
見
奉
れ
ば
御
年
は
廿
一
ご
二
ば
か
り
に
て
、

 
御
か
た
ち
と
～
の
ほ
り
、
ふ
と
り
志
げ
に
、
色
合
ま
こ
と
に
白
く
め
で
た

 
し
。
か
の
光
源
氏
も
か
く
や
有
け
む
と
見
奉
る
。
薄
鈍
の
御
衣
の
綿
う
す
ら

 
か
な
る
三
ば
か
り
、
同
じ
色
の
御
一
重
の
御
衣
・
御
直
衣
、
指
貫
同
様
也
。

 
（
二
五
浦
一
の
別
 
上
一
六
七
・
八
）
 
（
カ
ツ
コ
の
中
の
数
字
は
頁
数
を
示
す
。
以
下
同
断
）

こ
れ
は
一
條
天
皇
皇
后
定
子
の
兄
君
伊
周
の
容
姿
を
讃
嘆
し
て
い
る
「
栄
花
物

語
」
の
」
節
で
あ
る
。
さ
な
が
ら
光
源
氏
も
こ
の
よ
う
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ

れ
る
程
の
美
b
さ
で
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
具
体
的
に
は
直
衣
も
指
貫
も
す
べ

て
同
一
の
喪
服
姿
の
薄
鈍
色
で
描
か
れ
て
い
る
。

 
こ
の
物
語
に
、
「
清
少
納
言
な
ど
出
で
あ
ひ
て
、
少
／
＼
の
若
き
人
な
ど
に
、

も
勝
り
て
お
か
し
う
誇
り
か
な
る
け
は
ひ
を
、
…
…
」
（
巻
七
と
り
べ
野
上
三
四
）

と
、
い
か
に
も
そ
れ
ら
し
い
宮
仕
ぶ
り
が
記
さ
れ
て
い
る
清
少
納
言
の
「
枕
草

子
」
に
は
、
こ
の
一
周
の
姿
は
鈍
色
な
ど
と
は
対
量
的
な
華
や
か
な
服
色
に
よ

っ
て
の
み
そ
の
美
し
さ
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
清
少
納
言
は
男
性
に
多
く
接
し
、
そ
の
容
姿
に
は
非
常
に
関
心
を
抱
き
、
「
枕

草
子
」
で
は
伊
周
は
も
と
よ
り
、
中
関
白
家
の
人
々
、
ま
た
上
達
部
、
殿
上
人

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
1

そ
の
他
種
々
の
階
層
の
人
達
を
も
多
く
鮮
麗
な
服
色
で
描
写
し
て
い
る
。

 
御
嶽
詣
に
は
ど
う
い
う
方
々
で
あ
ろ
う
と
粗
末
な
地
味
な
衣
裳
で
参
詣
す
る

の
が
な
ら
わ
し
で
あ
る
の
に
、
紫
式
部
の
夫
と
な
っ
た
宣
孝
、
息
隆
光
が
山
吹

と
か
紅
と
か
派
手
な
色
合
の
も
の
を
着
て
詣
で
、
皆
に
〃
あ
さ
ま
し
”
と
思
わ

れ
た
が
、
罰
が
あ
た
る
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
突
然
あ
い
た
筑
前
守
に
な
る
と
い

う
幸
運
に
め
ぐ
ま
れ
た
、
（
＝
九
段
 
一
七
一
）
と
記
し
、
む
し
ろ
仰
山
な
目
立
つ

色
を
着
た
行
為
を
肯
定
さ
え
し
て
い
る
。

 
そ
し
て
、
豪
華
な
衣
裳
の
藤
原
斉
信
を
刻
明
に
描
い
て
そ
の
美
を
絶
讃
し
、

噛
同
時
に
対
塁
的
な
「
つ
ゆ
の
は
え
も
見
え
ぬ
」
と
い
う
薄
鈍
の
喪
服
姿
の
作
者

自
身
を
描
き
そ
の
醜
さ
を
表
現
し
て
い
る
。
（
八
三
段
 
一
二
〇
．
一
三
）

 
清
少
納
言
を
「
紫
式
部
日
記
」
で
冷
酷
に
批
判
し
、
．
反
揆
の
心
底
を
み
せ
た

 
（
四
九
六
）
紫
式
部
は
、
 
二
皇
子
誕
生
を
野
心
に
し
た
栄
華
世
界
に
あ
る
道
長
一

門
の
多
く
の
君
達
、
ま
た
内
・
中
宮
関
係
に
仕
え
る
さ
ま
ぎ
ま
の
廷
臣
達
が
、
産

養
・
五
十
日
の
賀
、
戴
餅
、
行
幸
、
内
裏
還
啓
、
ま
た
五
節
、
賀
茂
臨
時
の
祭

等
々
の
慶
賀
の
儀
式
・
行
事
に
い
ず
れ
も
晴
の
装
凍
で
参
集
し
て
く
る
の
を
、

触
れ
あ
う
程
身
近
に
見
な
が
ら
一
言
も
そ
の
は
な
や
か
な
服
色
を
と
お
し
て
素

（35）

光
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服
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の
ー



晴
ら
し
さ
を
描
こ
う
と
は
し
て
い
な
い
。

 
さ
ら
に
、
「
源
氏
物
語
」
で
は
、
主
人
公
光
源
氏
の
言
語
に
絶
す
る
美
を
、
豪
華

、
絢
瀾
と
し
た
衣
裳
に
い
う
ど
ら
れ
た
容
姿
で
は
な
く
、
単
一
の
、
そ
し
て
色
と
も

言
え
な
い
白
や
、
ま
た
藤
衣
や
鈍
、
墨
染
の
山
色
に
よ
っ
て
描
き
出
し
て
い
る
。
．

 
冒
頭
の
引
用
文
は
、
「
栄
花
物
語
」
作
者
が
、
「
源
氏
物
語
し
を
よ
み
、
光

源
氏
を
思
い
浮
か
べ
た
時
一
そ
れ
が
意
識
さ
れ
た
も
の
か
否
か
は
わ
か
ら
な

い
が
-
最
も
印
象
深
く
端
的
に
捉
え
ら
れ
た
も
の
、
そ
れ
が
お
の
ず
か
ら
喪

服
の
鈍
色
を
ま
と
っ
た
美
の
映
像
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
二

 
 
 
 
 
 
 
 
（

 
 
 
 
 
 
注
2

 
す
で
に
諸
小
稿
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
王
朝
的
な
物
語
・
日
記
等
の
作
品

の
主
体
と
な
．
っ
て
い
る
も
の
は
登
場
人
物
で
あ
り
、
例
え
ば
「
源
氏
物
語
」
で

 
 
 
 
 
 
注
3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
4

は
四
百
三
十
余
人
、
「
枕
草
子
」
で
は
約
百
名
（
史
実
文
の
中
だ
け
）
が
主
役
ど
な
り

端
役
と
な
り
作
品
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
び
と
は
勿
論
そ
の
心

理
・
性
格
や
行
動
な
ど
も
記
述
さ
れ
て
い
る
が
容
姿
を
と
お
し
て
描
か
れ
る
こ

と
も
少
な
く
な
い
。
そ
し
て
具
体
的
に
は
衣
裳
に
よ
る
こ
と
が
多
く
、
特
に
下

色
が
中
心
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
服
色
中
心
の
描
写
は
い
う
ま
で
も
な
く
女
．
性

が
多
く
男
性
は
そ
の
半
数
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
種
々
の
場
で
こ
れ
を
み
る

こ
と
が
で
き
る
。

 
男
性
の
服
色
は
具
体
的
に
行
事
・
儀
式
等
の
晴
の
場
に
最
も
多
く
、
位
階
・

役
柄
な
ど
を
あ
ら
わ
す
の
が
こ
れ
に
つ
い
で
い
る
。
次
が
平
常
の
褻
の
服
色
で

あ
り
、
．
出
家
や
喪
の
浮
人
も
み
ら
れ
る
が
最
も
少
な
い
。

 
従
っ
て
、
そ
の
色
合
は
「
い
と
悲
し
う
、
橡
の
、
や
れ
困
じ
た
る
着
て
、
」

 
 
 
三
五
）
の
よ
う
な
地
味
な
粗
末
な
も
の
は
少
な
く
、
や
は
り
「
悪
く

の
紅
葉
襲
の
上
に
、
紅
の
濤
ち
た
る
が
、
色
も
艶
も
な
べ
て
な
ら
ず
、
焦
る
㌧

ば
か
め
な
る
に
、
龍
謄
の
二
重
織
物
の
指
貫
の
有
様
、
花
の
匂
ひ
、
た
ゴ
折
り

て
見
る
や
う
に
織
り
浮
か
さ
れ
て
、
「
あ
な
め
で
た
」
と
見
ゆ
る
は
、
着
な
し

給
へ
る
人
が
ら
な
る
べ
し
。
「
立
田
姫
の
人
別
き
し
た
る
に
は
あ
ら
じ
か
し
」

と
見
ゆ
。
」
（
狭
衣
物
語
一
五
五
）
の
よ
う
な
華
麗
な
色
調
が
主
体
柔
な
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。

 
特
に
「
枕
草
子
」
は
、
 
一
層
こ
の
傾
向
が
強
く
、
位
階
・
役
柄
を
示
し
た

り
、
儀
式
・
行
事
の
場
で
の
三
色
が
大
半
を
占
め
、
勿
論
、
褻
の
服
色
も
少
な

く
は
な
い
が
、
概
し
て
飾
っ
た
色
目
で
み
ち
て
い
る
。

 
な
お
、
出
家
の
衣
裳
さ
え
、
多
く
は
「
季
の
御
讃
経
の
威
儀
師
、
赤
袈
裟
着

て
僧
の
名
ど
も
よ
み
あ
げ
た
る
、
い
と
き
ら
き
ら
し
。
」
（
一
五
六
段
二
〇
九
）
「
僧
都

の
君
、
赤
色
の
薄
物
の
御
衣
、
む
ら
斎
き
の
御
袈
裟
、
い
と
薄
き
薄
色
の
御
衣

ど
も
、
指
貫
な
ど
着
意
ひ
て
、
…
…
い
と
を
か
し
冷
」
三
七
八
段
二
九
九
）
の
よ
う

な
は
な
や
か
さ
で
あ
り
、
喪
服
も
「
い
と
く
ろ
き
衣
」
（
＝
九
段
一
七
二
）
が
僅

か
一
例
で
あ
る
。

 
つ
ま
り
、
．
「
枕
草
子
」
に
は
、
男
性
の
衣
裳
の
色
は
、
い
ず
れ
も
、
ど
の
場

合
で
も
、
主
と
し
て
華
美
と
い
っ
て
よ
く
、
地
味
な
色
調
は
少
な
い
。

 
王
朝
時
代
の
諸
作
品
も
ま
た
、
こ
の
「
枕
草
子
」
の
傾
向
に
類
似
し
て
い
る
。

（＝一）

 
「
紫
式
部
日
記
」
に
は
、
e
で
述
べ
た
よ
う
に
、
盛
儀
の
日
々
を
描
き
な
が

ら
「
御
湯
殿
は
酉
の
時
と
か
、
火
と
も
し
て
、
宮
の
し
も
べ
、
み
ど
り
の
衣
の

上
に
、
白
き
鳶
色
き
て
御
湯
ま
み
る
」
（
四
五
二
）
と
、
敦
成
親
王
の
御
湯
殿
の

（36）



儀
の
折
の
、
中
宮
職
の
下
役
の
、
役
柄
（
六
位
）
と
儀
式
の
色
（
御
産
関
係
は
す
べ
て
臼
〉

し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
主
上
を
は
じ
め
道
長
達
の
晴
姿
の
描
写
を
拒
ん
で
い

る
か
の
よ
う
に
さ
え
考
え
ら
れ
る
。

 
さ
て
、
 
「
源
氏
物
語
」
で
は
、
位
階
あ
る
い
は
役
職
に
よ
る
の
は
、
青
色

三
i
＝
九
）
、
青
色
ど
桜
襲
三
上
一
二
七
）
、
赤
色
三
⊥
．
二
七
．
三
一
七
、
三
⊥
ハ
八
）
、

赤
衣
三
1
＝
九
）
、
、
 
浅
葱
三
⊥
一
七
六
．
二
七
八
．
三
〇
九
）
、
 
緑
三
-
三
〇
五
．
四
三
七
、
・

三
⊥
七
六
．
二
〇
二
、
四
1
＝
三
）
、
紫
（
三
-
二
〇
二
．
三
六
八
）
、
二
藍
（
三
⊥
八
七
）
．
な
ど
。

 
行
事
・
儀
式
等
で
は
、
桜
三
-
三
差
）
、
桜
と
葡
萄
染
（
一
上
三
二
、
三
i
七
九
）
、

桜
と
今
様
色
（
一
〒
八
○
）
、
青
色
と
白
襲
三
-
三
五
九
）
、
青
色
と
葡
萄
染
三
⊥
ハ

八
）
、
青
色
と
蘇
芳
三
-
四
一
三
）
、
赤
色
三
⊥
甲
羅
）
、
赤
白
橡
と
葡
萄
染
（
三
-
四

一
三
）
、
赤
白
橡
と
青
白
橡
と
蘇
芳
と
葡
萄
染
（
三
；
二
〇
六
）
、
青
摺
（
四
-
一
＝
三
）
、

摺
衣
三
-
六
八
）
、
白
襲
三
-
四
一
三
）
、
山
藍
三
-
三
一
三
）
、
黒
．
蘇
芳
．
葡
萄

染
・
紅
（
三
⊥
二
三
一
）
な
ど
。

 
平
常
で
は
、
紅
（
一
-
＝
一
口
）
、
、
紅
・
白
（
峯
八
三
）
、
紅
・
花
（
五
⊥
九
三
）
、

繧
二
⊥
一
九
六
．
二
九
七
）
、
二
藍
（
一
-
四
一
〇
、
四
一
七
一
）
、
丁
子
（
五
-
三
一
八
）
、
丁
字

染
・
白
（
三
-
一
九
四
）
、
ゆ
る
し
色
（
四
-
四
六
五
）
、
朽
葉
一
今
様
色
三
一
六
〇
）
、

柳
・
青
鈍
（
三
⊥
三
八
）
、
黄
が
ち
な
ゆ
る
し
色
・
青
鈍
三
-
四
九
）
、
 
こ
の
こ
ろ

摘
み
出
し
た
四
花
し
て
は
か
な
く
染
め
出
し
た
色
三
-
六
〇
）
、
白
（
一
⊥
ハ
ニ
、
三

⊥
九
四
三
五
三
、
匹
⊥
三
三
二
四
ζ
白
・
今
様
色
、
（
五
⊥
八
・
）
白
・
紅
梅
（
甲

五
八
）
、
白
・
紫
苑
色
・
こ
ま
や
か
な
色
三
-
四
〇
）
、
桜
三
-
三
〇
六
）
な
ど
。

 
さ
ら
に
、
出
家
・
喪
な
ど
で
は
心
室
（
一
一
三
四
一
．
三
四
五
．
三
五
五
、
二
⊥
三
九
．
二

五
八
、
三
よ
○
○
、
干
二
九
9
、
鈍
と
紅
（
一
⊥
二
四
五
）
、
墨
（
丁
三
四
一
、
四
⊥
三
。
天

九
）
、
黒
三
⊥
三
六
）
、
藤
衣
（
一
-
三
七
七
．
三
九
三
）
な
ど
で
あ
る
。

 
こ
れ
ら
を
み
る
と
、
褻
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
そ
し
て
色
も
派
手
な
華
や
い

光
源
氏
唱
の
一
面
1
そ
の
服
色
の
象
徴
す
る
も
の
一

だ
も
の
よ
り
、
地
味
で
暗
調
の
も
の
が
多
い
。

 
こ
れ
ら
は
、
光
源
氏
三
二
例
）
、
頭
中
将
三
例
）
、
冷
泉
帝
三
例
）
、
夕
霧

（一

O
例
）
、
柏
木
三
例
）
、
薫
（
七
例
）
、
舞
の
童
三
例
）
や
、
そ
の
他
、
朱
雀

院
・
髪
上
・
里
宮
・
常
陸
介
の
女
の
む
ご
左
近
少
将
・
六
位
の
蔵
人
・
佐
の
良

清
・
楽
人
・
男
踏
歌
の
人
・
五
節
・
鷹
飼
・
舞
人
・
上
達
部
・
殿
上
人
・
人
々

（
以
上
一
例
ず
つ
）
な
ど
の
描
写
に
み
ら
れ
る
。

 
光
源
氏
が
圧
倒
的
で
、
夕
霧
、
薫
が
こ
れ
に
つ
い
で
い
る
。
，
正
篇
の
男
主
人

公
が
光
源
氏
で
、
宇
治
十
帖
の
そ
れ
が
薫
で
あ
る
か
ら
当
然
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
夕
霧
は
、
浅
葱
・
緑
・
紫
な
ど
が
位
（
噛
ハ
位
や
三
位
）
を
あ
ら
わ
す
服
色
と
し

で
示
さ
れ
、
若
年
の
頃
の
彼
の
位
階
へ
の
執
心
を
語
っ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
四

 
 
 
 
 
 
 
 
（

 
小
稿
で
は
数
量
的
に
も
特
に
多
、
い
光
源
氏
の
服
色
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
わ

け
で
あ
る
が
、
王
朝
の
豪
華
絢
欄
と
し
た
世
界
に
生
き
た
筈
で
あ
る
彼
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
目
も
あ
や
な
色
合
に
装
い
を
こ
ら
し
て
、
儀
式
に
行
事
に
、
そ
し
て

宮
廷
に
、
ま
北
多
く
の
高
貴
な
女
人
の
も
と
に
、
言
語
に
絶
す
る
優
美
華
麗
な

姿
で
登
場
す
る
、
と
は
誰
も
が
二
更
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
紫

式
部
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
衣
裳
は
思
い
も
か
け
ぬ
も
の
で
あ
る
。

 
行
事
・
儀
式
や
、
遠
出
の
折
な
ど
の
晴
の
服
色
が
具
体
的
に
描
か
れ
て
い
る

の
は
、

 
二
月
の
廿
日
あ
ま
り
、
朱
雀
院
に
行
幸
あ
り
。
…
…
帝
は
、
赤
色
の
御
衣
た

 
て
ま
つ
れ
ヶ
。
召
あ
り
て
、
太
政
お
と
W
、
、
ま
み
り
給
ふ
。
お
な
じ
赤
色
を

 
着
た
ま
へ
れ
ば
、
・
（
乙
女
二
一
＝
＝
七
）

 
…
鱒
-
わ
た
り
給
ふ
と
て
、
つ
ね
よ
り
殊
に
、
う
ち
け
さ
う
じ
給
ひ
て
、
桜
の

（37）



、

「
御
直
衣
に
、
え
な
ら
ぬ
御
衣
ひ
き
重
ね
て
、
（
薄
雲
二
⊥
三
四
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ド

な
ど
四
例
（
あ
と
、
花
宴
一
⊥
一
＝
二
、
行
幸
三
-
八
○
）
に
す
ぎ
な
い
。

 
そ
の
他
は
褻
の
服
で
、

 
お
と
ゴ
は
、
う
す
き
御
直
衣
、
白
き
御
衣
の
、
唐
め
き
た
る
が
、
文
、
け
ざ

 
や
か
に
、
つ
や
く
と
す
き
た
る
を
た
て
ま
つ
り
て
、
'
（
藤
裏
葉
三
⊥
九
四
）

な
ど
一
〇
例
（
あ
と
、
冨
木
一
⊥
ハ
ニ
、
夕
顔
一
⊥
六
二
、
紅
葉
賀
一
⊥
充
六
、
賢
島
丁
四

一
〇
、
須
磨
二
一
四
〇
．
四
九
、
野
分
三
⊥
ハ
○
、
若
菜
土
三
-
二
五
三
、
幻
四
⊥
一
〇
二
）
で
、
 
こ

の
中
で
も
須
磨
の
二
例
は
、
「
山
が
つ
め
き
て
」
と
い
っ
た
黄
が
ち
な
ゆ
る
し
・

色
と
青
鈍
、
そ
し
て
白
と
紫
苑
の
、
粗
末
な
、
地
味
な
色
合
で
あ
っ
た
。

 
思
い
が
け
な
い
の
は
喪
服
で
の
登
場
で
、

 
「
薄
墨
」
と
の
給
ひ
し
ょ
り
は
、
い
ま
少
し
こ
ま
や
か
に
て
、
た
て
ま
つ
れ

 
h
／
o
 
（
御
法
 
四
-
一
八
九
）
 
、

 
こ
ま
や
か
な
る
鈍
色
の
御
直
衣
姿
に
て
、
（
薄
雲
二
一
二
三
九
）
．

な
ど
、
全
体
の
三
分
の
一
を
こ
え
る
八
例
（
あ
と
、
葵
一
一
三
四
一
．
三
四
五
．
三
五
五
、
賢

木
丁
三
七
七
．
三
九
三
、
薄
雲
ニ
ー
二
五
八
）
に
及
ん
で
い
る
。

 
さ
ら
に
、
喪
服
の
大
半
が
、

 
黒
き
御
車
の
内
に
て
、
藤
の
御
挟
に
、
や
つ
れ
給
へ
れ
ば
、
（
賢
木
 
丁
三
九
一
．
．
）

の
よ
う
な
「
や
つ
れ
」
姿
で
あ
る
の
は
も
と
よ
り
、
褻
で
も
、
多
く
が
、

 
白
き
綾
の
な
よ
ら
か
な
る
、
し
を
ん
い
う
な
ど
た
て
ま
つ
り
て
、
こ
ま
や
か

 
な
る
御
直
衣
、
帯
し
ど
け
な
く
、
・
う
ち
乱
れ
給
へ
る
御
さ
ま
に
て
、
（
須
磨

 
二
一
四
〇
）

「
し
ど
け
な
く
」
「
う
ち
乱
れ
給
へ
る
」
の
よ
う
に
描
か
れ
、
晴
の
場
で
さ
え

も
（
例
え
ば
、

・
桜
の
、
唐
の
綺
の
御
直
衣
、
葡
萄
染
の
下
襲
、
し
り
い
と
長
く
引
き
て
、
皆

 
人
は
う
へ
の
衣
な
る
に
、
あ
ぎ
れ
た
る
大
君
姿
の
、
な
ま
め
き
た
る
に
て
、

 
い
っ
か
れ
入
り
給
ふ
御
さ
ま
、
（
花
宴
一
⊥
三
二
）

の
よ
う
な
、
 
「
あ
ざ
れ
た
る
」
「
し
ど
け
な
き
」
で
あ
っ
て
、
意
識
的
に
引
き

つ
く
ろ
っ
た
容
姿
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
．

 
こ
の
よ
う
に
、
作
者
は
、
光
源
氏
を
、
他
の
諸
作
品
に
共
通
の
い
わ
ば
普
遍

的
な
あ
り
方
と
は
異
な
っ
た
着
ざ
ま
、
寒
色
で
登
場
さ
せ
て
い
る
。

 
「
源
氏
物
語
」
の
他
の
男
性
を
み
る
と
、
（
用
例
な
ど
は
前
に
あ
げ
た
と
お
り
）
位
階
・

役
職
に
よ
る
服
色
は
、
「
六
位
の
薬
箋
も
、
蔵
人
ぱ
、
青
色
し
る
く
見
え
て
、

…
…
良
清
も
、
お
な
じ
佐
に
て
、
…
…
お
ど
ろ
く
し
き
古
画
、
い
と
、
清

げ
な
り
。
」
（
謬
標
ニ
ー
＝
九
）
な
ど
一
五
例
。
儀
式
・
行
事
等
の
は
、
「
御
か
ど

の
、
赤
色
の
御
衣
た
て
ま
つ
り
て
、
」
（
行
幸
一
字
，
六
八
）
、
な
ど
＝
例
。
あ
る
い

は
、
こ
れ
、
と
い
う
程
の
特
別
の
場
で
な
い
平
常
の
は
、
「
丁
子
に
、
深
く
染

め
た
る
う
す
物
の
単
衣
を
、
細
や
か
な
る
直
衣
に
、
き
給
へ
る
、
」
（
蜻
蛉
五
～
三

一
八
）
な
ど
一
四
例
ほ
ど
で
あ
り
、
割
合
は
な
や
か
な
明
る
い
場
で
の
服
色
が
四

〇
例
に
達
し
九
〇
％
を
占
め
て
い
る
。

 
こ
れ
に
対
し
喪
、
あ
る
い
は
出
家
の
場
の
は
、
例
え
ば
、
 
「
時
雨
う
ち
し

て
、
物
あ
は
れ
な
る
暮
つ
方
、
中
将
の
君
、
鈍
色
の
直
衣
・
指
貫
う
す
ら
か
に

衣
が
へ
し
て
、
」
（
葵
一
1
＝
西
五
）
な
ど
四
例
と
、
 
「
御
か
た
ち
異
に
て
、
…
…
墨

染
の
御
姿
、
あ
ら
ま
ほ
し
う
、
」
（
柏
木
四
工
三
）
の
一
例
の
計
五
例
で
あ
る
。

 
つ
ま
り
＼
光
源
氏
の
場
合
と
は
相
違
を
見
せ
て
い
る
。
な
お
、
儀
式
・
行

事
、
あ
る
い
は
平
常
の
場
を
と
お
し
て
、
光
源
氏
の
よ
う
な
「
し
ど
け
な
き
」

態
度
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
「
大
将
の
君
も
、
御
貰
の
ほ
ど
思
ふ
こ
そ
、
「
例

な
ら
ぬ
乱
り
が
は
し
さ
か
な
」
と
お
ぼ
ゆ
れ
、
…
…
桜
の
直
衣
の
、
や
㌧
萎
え

た
る
に
、
…
…
物
清
げ
な
る
う
ち
と
け
姿
に
、
」
（
若
菜
上
三
-
三
〇
六
）
の
よ
う
な
、

（38）
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六
甲
院
で
の
蹴
鞠
の
場
の
夕
霧
と
、
「
わ
か
君
は
、
…
…
起
き
て
這
ひ
出
で
た

ま
ひ
て
、
、
…
：
白
き
う
す
物
に
、
唐
の
小
紋
の
紅
梅
の
御
衣
の
す
そ
、
い
と
な

が
く
、
し
ど
け
な
げ
に
ひ
き
や
ら
れ
て
、
」
（
横
笛
四
-
五
八
）
の
薫
の
幼
少
の
姿
だ

け
で
あ
る
。

 
こ
の
よ
う
に
、
「
源
氏
物
語
」
で
も
光
源
氏
の
よ
う
な
服
色
描
写
は
誰
に
で

も
、
と
い
う
の
で
は
な
い
。
作
者
が
物
語
の
主
役
光
源
氏
を
と
く
に
対
象
と
し

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
五

 
 
 
 
 
 
 
 
（

 
王
朝
の
諸
作
品
を
み
る
と
、
男
性
も
晴
は
も
と
よ
り
褻
で
も
、
多
く
が
明
る

い
場
で
、
は
な
や
か
な
色
目
を
着
用
し
て
い
る
姿
が
描
か
れ
、
そ
れ
が
お
の
ず

か
ら
行
事
・
儀
式
の
盛
観
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
し
、
男
性
美
の
讃
辞
と

も
な
っ
て
い
る
。

 
例
え
ば
、
「
三
の
宮
、
黒
ら
か
な
る
掻
練
一
か
さ
ね
、
繧
の
綺
の
指
貫
、
お

な
じ
直
衣
、
蘇
栃
が
さ
ね
の
下
襲
奉
り
て
、
…
…
け
だ
か
き
も
の
か
ら
、
い
と
・

匂
ひ
や
か
な
る
も
て
な
し
、
い
と
心
に
く
し
。
…
…
四
の
宮
、
赤
ら
か
な
る
綾

掻
練
一
か
き
ね
、
青
鈍
の
指
貫
、
お
な
じ
直
衣
、
唐
綾
の
柳
が
さ
ね
奉
り
て
、

…
…
も
の
も
の
し
く
お
は
す
。
…
…
六
の
宮
、
紅
の
掻
練
の
い
と
濃
き
一
か
さ

ね
、
桜
色
の
お
な
じ
直
衣
・
指
貫
、
え
び
染
め
の
下
が
さ
ね
奉
り
て
、
…
い
と
小

さ
く
ひ
ぢ
ち
か
に
、
ふ
く
ら
か
に
、
愛
敬
づ
き
給
へ
り
。
…
…
八
の
宮
は
、
濁

乱
の
直
衣
・
指
貫
、
今
様
色
の
御
衣
、
桜
が
さ
ね
奉
・
り
て
、
…
…
い
と
あ
て
に

き
び
は
に
て
、
…
…
十
の
御
子
、
四
つ
ば
か
り
に
て
、
…
…
御
衣
は
濃
き
綾
の

桂
、
袷
の
袴
、
裡
が
け
に
て
、
え
び
染
め
の
綺
の
直
衣
著
て
、
」
（
蔵
開
上
三
⊥
五

九
～
一
六
二
）
の
よ
う
に
、
「
宇
津
保
物
語
」
に
は
仲
忠
の
女
犬
山
の
産
養
の
夜
の
遠

回
源
氏
の
一
面
一
そ
の
三
色
の
象
徴
す
る
も
の
一

絃
の
席
で
の
朱
雀
院
の
皇
子
達
の
容
姿
が
こ
ま
か
く
さ
ま
ざ
ま
の
服
色
に
よ
っ

て
描
き
出
さ
れ
、
叢
雨
の
盛
ん
で
あ
っ
た
有
様
や
皇
子
達
の
美
し
さ
が
示
さ
れ

て
い
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・

 
ま
た
、
例
え
ば
、
「
狭
衣
物
語
」
に
「
象
眼
の
紅
の
単
衣
、
同
じ
御
直
衣
、

色
い
と
濃
き
唐
撫
子
の
雪
線
綾
の
御
指
貫
、
鯨
り
お
ど
ろ
く
し
き
御
あ
は
ひ

を
七
転
へ
る
も
、
こ
の
世
の
色
と
も
見
え
ず
な
ま
め
か
し
く
て
、
さ
し
歩
み

給
へ
る
御
指
貫
の
裾
ま
で
、
あ
て
に
な
ま
め
か
し
く
お
は
す
る
を
、
」
（
四
二
）
と

あ
り
、
普
断
の
時
で
あ
る
が
内
裏
へ
召
さ
れ
た
狭
衣
大
将
の
衣
裳
が
仰
山
な
目

を
見
は
る
よ
う
な
、
こ
の
世
の
色
と
も
見
え
ぬ
程
の
な
ま
め
か
し
い
美
し
い
色

合
で
、
こ
れ
を
着
用
し
た
容
姿
は
「
あ
て
」
で
「
な
ま
め
か
し
」
く
て
、
母
宮

が
「
な
ど
か
く
、
生
ひ
成
る
ら
ん
、
た
ゴ
世
に
見
ゆ
る
人
々
の
や
う
に
て
お
は

せ
し
か
ば
、
心
安
か
ら
ま
し
も
の
を
」
の
よ
う
に
、
恐
ろ
し
く
不
安
に
さ
え
思

わ
れ
た
と
い
う
程
の
素
晴
ら
し
さ
で
あ
る
と
の
べ
て
い
る
。

 
 
一
例
を
あ
げ
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
王
朝
の
諸
作
品
の
多
く
が
こ
の
よ
う
な
傾

向
に
あ
る
が
、
特
に
「
枕
草
子
」
は
、
、
「
…
…
め
で
た
く
て
ぞ
あ
ゆ
み
出
で
給

へ
る
。
桜
の
直
衣
の
い
み
じ
く
は
な
ば
な
と
、
裏
の
つ
や
な
ど
、
え
も
い
は
ず

き
よ
ら
な
る
に
、
葡
萄
染
の
い
と
濃
き
指
貫
、
藤
の
折
枝
お
ど
ろ
お
ど
う
し
く

織
り
み
だ
り
て
、
く
れ
な
み
の
色
、
打
ち
目
な
ど
、
か
が
や
く
ば
か
り
ぞ
見
ゆ

る
。
し
ろ
き
、
薄
色
な
ど
、
下
に
あ
ま
た
か
さ
な
り
、
せ
ば
き
縁
に
、
か
た

つ
か
た
は
下
な
が
ら
、
す
こ
し
簾
の
も
と
ち
か
う
よ
り
ゐ
給
へ
る
ぞ
、
ま
こ
と

に
絵
に
か
き
、
物
語
の
め
で
た
き
こ
と
に
い
ひ
た
る
、
こ
れ
に
こ
そ
は
と
そ
見

え
た
る
ご
（
全
段
三
〇
）
と
あ
り
、
前
に
も
ふ
れ
た
藤
原
斉
信
像
を
清
少
納
言

．
の
美
的
感
覚
を
と
お
し
て
刻
明
に
描
き
出
し
て
い
る
。
直
衣
の
桜
も
「
は
な
ば
'

な
」
、
紅
の
艶
も
「
か
ゴ
や
く
ば
か
り
」
で
あ
る
と
い
う
。
葡
萄
染
の
濃
い
指

（39）
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貫
に
は
、
そ
の
色
の
藤
花
の
折
枝
が
「
お
ど
ろ
お
ど
う
し
く
」
織
り
出
さ
れ
て

い
る
。
下
に
は
、
白
や
薄
色
の
さ
ま
ざ
ま
の
桂
が
か
さ
ね
着
さ
れ
て
い
る
。
そ

う
し
た
目
も
さ
め
る
よ
う
な
豪
華
鮮
麗
な
配
色
の
装
束
を
着
飾
っ
た
斉
信
の
美

に
酔
っ
た
清
少
納
言
は
、
絵
や
物
語
に
は
架
空
の
理
想
的
な
男
性
美
が
描
か
れ

は
す
る
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
、
実
在
の
人
物
に
こ
の
よ
う
な
人
が
い
よ
う
と
は
、

と
筆
を
き
わ
め
て
絶
讃
し
て
い
る
。
・

 
そ
し
て
、
王
朝
の
諸
作
品
で
は
こ
れ
に
反
す
る
よ
う
な
出
家
や
喪
の
暗
い
場

の
、
い
ま
わ
し
い
服
色
は
当
然
の
ご
と
な
が
ら
悲
傷
の
姿
を
示
し
、
美
を
讃
え

ら
れ
る
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

 
例
え
ば
、
「
と
の
㌧
御
前
『
老
法
師
の
衣
の
色
は
ゆ
～
し
け
れ
ど
も
」
と
て
、

薄
鉗
の
祖
の
御
衣
一
襲
を
脱
が
せ
給
ひ
て
、
」
（
栄
花
物
語
御
賀
下
一
二
五
）
の
よ
う

に
、
出
家
の
鈍
色
に
は
「
ゆ
㌧
し
」
と
い
っ
た
不
吉
な
い
ま
わ
し
い
情
感
を
抱

い
た
こ
と
、
「
…
…
か
く
あ
は
れ
に
な
り
た
る
こ
と
、
今
は
何
か
は
、
と
思
し

て
、
あ
て
宮
今
は
と
て
深
き
山
辺
に
す
み
ぞ
め
の
挟
は
濡
れ
ぬ
も
の
と
こ
そ
聞

け
 
と
宣
へ
り
。
」
（
宇
津
保
物
語
あ
て
宮
ニ
ー
二
四
六
）
の
よ
う
に
、
出
家
の
墨
染
色

に
は
、
そ
の
人
物
に
「
あ
は
れ
」
と
い
う
悲
哀
の
情
が
感
じ
ら
れ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

 
喪
の
場
合
は
な
お
更
で
、
例
え
ば
、
「
世
の
中
直
諒
闇
に
な
り
ぬ
。
殿
上
入
の

橡
の
抱
の
有
様
な
ど
も
、
鳥
な
ど
の
や
う
に
見
え
て
あ
は
れ
な
り
。
よ
う
つ
も

の
㌧
栄
な
く
、
口
惜
し
と
も
お
ろ
か
な
り
。
」
（
栄
花
物
語
ひ
か
げ
の
か
づ
ら
上
⊥
三
＝
）

の
よ
う
に
、
橡
染
の
黒
い
喪
服
姿
が
「
あ
は
れ
」
で
も
あ
り
、
そ
れ
を
と
お
し

て
す
べ
て
が
「
栄
な
い
」
暗
い
気
分
に
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
他
の

謬
論
も
「
哀
」
「
悲
」
「
憂
」
等
の
悲
嘆
の
情
が
感
じ
と
ら
れ
て
い
る
。

，
出
家
で
も
喪
で
も
、
そ
の
服
色
に
「
ゆ
～
し
」
と
い
っ
た
情
が
感
じ
ら
れ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
非
美
的
な
姿
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
が
通
例
で
あ
る
。

 
清
少
納
言
は
、
出
家
の
姿
を
さ
え
こ
う
し
た
墨
染
な
ど
で
は
描
・
く
こ
と
な
く

前
に
も
あ
げ
た
よ
う
に
、
「
き
ら
き
ら
し
」
と
か
「
を
か
し
」
，
と
か
感
ず
る
法

服
の
は
な
や
い
だ
色
合
を
選
ん
で
描
写
し
て
い
る
。
「
…
…
白
衣
着
た
る
法
師
、

蓑
虫
な
ど
の
や
う
な
る
者
ど
も
集
ま
り
て
、
…
…
お
し
倒
し
も
し
つ
べ
き
心
地

せ
し
か
。
」
（
」
本
二
八
段
三
二
九
．
三
三
〇
）
の
よ
う
に
白
衣
を
着
た
だ
け
の
僧
に
い

か
に
も
侮
蔑
し
た
醜
さ
の
感
情
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
9

 
「
枕
草
子
」
に
そ
の
傾
向
は
強
い
が
、
王
朝
の
諸
作
品
で
は
、
概
し
て
晴
の

場
で
の
は
な
や
か
な
種
々
の
色
合
に
よ
っ
て
は
、
そ
れ
な
り
の
美
し
さ
に
、
逆

に
沈
ん
だ
場
の
地
味
な
心
な
い
暗
い
単
色
で
は
非
美
的
な
容
姿
に
な
る
と
考
え

る
の
が
常
識
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

 
「
源
氏
物
語
」
で
も
こ
う
し
た
傾
向
が
み
ら
れ
な
い
と
言
う
の
で
は
な
い
。
晴

の
場
で
の
ひ
き
つ
く
ろ
っ
た
装
束
が
人
物
を
美
的
に
表
現
す
る
た
め
の
も
の
と

し
て
選
ば
．
れ
る
こ
と
も
少
な
く
は
な
い
。
し
か
し
、
紫
式
部
は
こ
の
表
現
に
は

消
極
的
の
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。
却
っ
て
喪
の
服
色
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
美

を
描
く
場
合
が
あ
り
、
特
に
こ
れ
が
顕
著
な
の
が
光
源
氏
で
あ
る
。
・

 
光
源
氏
は
晴
と
も
い
え
る
場
で
、
は
な
や
か
な
感
じ
の
服
色
を
着
用
し
て
い

」
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
に
掲
げ
た
僅
か
な
例
に
と
ど
ま
り
、
赤
色
に
よ
っ
て
「
か

ゴ
や
く
」
美
（
．
〕
吹
二
⊥
一
＝
七
）
、
桜
に
よ
っ
て
「
清
ら
に
」
と
い
う
美
、
（
薄
雲

ニ
ー
三
十
）
、
桜
・
葡
萄
染
に
よ
っ
て
「
花
の
匂
も
、
け
お
さ
れ
て
、
」
と
い
っ
た

藤
花
に
も
ま
さ
る
美
（
花
宴
一
⊥
二
一
二
）
、
桜
・
今
様
色
に
よ
っ
て
「
た
と
へ
ん

も
の
な
し
。
光
こ
そ
ま
さ
り
た
ま
へ
。
」
（
行
拳
三
-
八
○
）
と
い
う
耀
く
よ
う
な
美

を
描
い
て
は
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
場
で
さ
え
も
、
本
人
が
意
識
的
に
着

飾
ろ
う
と
し
て
い
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
頓
着
な
ぐ
気
ま
ま
な
「
し
ど
け
な
さ
」

（40）

『



が
特
に
強
調
さ
れ
て
い
る
3

 
…
…
六
呂
殿
は
、
 
桜
の
唐
の
綺
の
御
直
衣
、
 
今
様
色
の
御
衣
ひ
き
か
さ
ね

 
て
、
し
ど
け
な
き
お
ほ
君
姿
、
い
よ
く
、
た
と
へ
ん
も
の
な
し
。
光
こ
そ

 
ま
さ
り
た
ま
へ
。
か
う
、
し
た
～
か
に
ひ
き
つ
く
ろ
ひ
給
へ
る
御
有
様
に
、

 
な
ず
ら
へ
て
も
見
え
給
は
ざ
り
け
り
。
（
行
幸
三
一
七
九
．
八
○
）
 
 
 
 
・

葡
萄
染
の
指
貫
、
桜
の
下
襲
で
そ
の
裾
を
長
く
引
い
て
「
ゆ
る
く
と
こ
と
さ

ら
び
た
る
御
も
て
な
し
、
」
と
い
う
、
ま
こ
と
に
大
臣
の
位
に
ふ
さ
わ
し
い
重
々

し
く
堂
々
と
し
た
晴
姿
の
頭
中
将
、
そ
れ
に
対
し
、
前
に
も
の
べ
た
が
、
光
源

氏
は
画
影
の
直
衣
と
い
か
に
も
軽
や
か
な
現
代
風
の
今
様
色
の
衣
裳
。
そ
れ
も

 
「
し
ど
け
な
き
お
ほ
君
姿
」
と
い
う
正
式
の
抱
で
は
な
く
平
常
服
の
直
衣
姿
で

あ
る
と
い
う
。
二
人
の
装
束
か
ら
は
常
識
的
に
は
大
臣
の
方
が
源
氏
よ
り
立
派

で
素
晴
ら
し
い
筈
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
大
臣
の
「
か
う
、
し
た
～
か
に
ひ
き
つ

く
ろ
ひ
給
へ
る
御
有
様
」
に
、
光
君
の
「
し
ど
け
な
き
お
ほ
君
姿
」
は
、
「
な
ず

ら
へ
て
も
見
え
給
ば
ぎ
り
け
り
。
」
で
、
ま
さ
に
そ
の
美
は
比
較
に
な
ら
な
い
程

だ
と
強
調
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
光
君
は
「
し
ど
け
な
き
」
故
、
「
い
よ
く
、

た
と
へ
ん
も
の
な
し
、
光
こ
そ
ま
さ
り
た
ま
へ
。
」
と
い
う
一
層
た
と
え
る
も
．

の
も
な
い
程
で
あ
り
、
そ
の
光
る
よ
う
な
美
し
さ
が
更
に
ま
さ
っ
て
見
え
る
一

'
と
い
う
の
で
あ
る
。
勿
論
、
頭
中
将
よ
り
源
氏
が
素
晴
ら
し
い
と
い
う
こ
と
を

言
う
鞄
め
で
は
あ
る
が
、
作
者
は
光
源
氏
の
場
合
、
常
識
的
に
は
引
き
つ
く
ろ
．

つ
た
正
装
の
姿
よ
り
「
し
ど
け
な
き
」
無
雑
作
の
姿
の
方
が
す
ぐ
れ
て
い
る
と

」
こ
の
例
だ
け
で
な
く
、
他
で
も
の
べ
て
い
る
。

 
白
き
御
衣
ど
も
の
、
な
よ
～
か
な
る
に
《
直
衣
ば
か
り
を
、
し
ど
け
な
く
着

 
な
し
給
ひ
て
、
紐
な
ど
も
う
ち
捨
て
～
、
そ
ひ
臥
し
給
へ
る
御
火
影
、
い
と

 
め
で
た
く
、
女
に
て
、
見
た
て
ま
つ
ら
ま
ほ
し
。
こ
の
御
た
め
に
は
、
上
が

光
源
氏
・
の
一
面
1
そ
の
三
色
の
象
徴
す
る
も
の
一

 
上
を
え
り
出
で
㌧
も
、
猶
、
飽
く
ま
じ
く
見
え
給
ふ
。
（
栞
一
⊥
ハ
ニ
）

雨
夜
の
品
定
と
称
せ
ら
れ
る
、
物
忌
の
く
つ
ろ
い
だ
場
面
で
、
た
だ
白
の
、
や

わ
ら
か
く
着
馴
れ
た
の
に
、
直
衣
だ
け
を
「
し
ど
け
な
く
着
な
し
給
ひ
て
」
と

い
う
、
乱
れ
た
ひ
き
つ
く
ろ
わ
な
い
源
氏
の
姿
を
描
き
出
し
、
そ
れ
が
、
大
層

素
晴
ら
し
く
、
「
女
に
て
、
見
た
て
ま
つ
ら
ま
ほ
し
。
」
と
傍
の
男
達
に
思
わ

せ
る
程
で
あ
り
、
配
偶
者
で
彼
に
適
う
よ
う
な
女
性
は
「
上
が
上
」
を
選
び
出

し
て
も
ま
だ
足
り
な
い
く
ら
い
、
そ
れ
程
の
美
し
さ
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

た
だ
白
一
色
と
い
う
ま
こ
と
に
簡
単
な
衣
裳
、
し
ど
け
な
い
着
方
、
普
通
の
男
，

性
な
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
光
源
氏
だ
と
そ
れ
故
余
計
美
し
く
見
え
る
と

い
う
。

 
さ
ち
に
、
そ
の
場
も
、
皇
子
も
、
非
美
的
な
も
の
を
設
定
し
な
が
ら
、
却
っ

て
そ
れ
が
た
め
に
源
氏
が
一
層
美
し
く
見
え
る
、
と
い
う
描
写
の
例
が
あ
る
。

前
掲
の
須
磨
の
「
劇
訓
綾
の
な
よ
ら
か
な
る
、
し
を
ん
い
ろ
魯
ど
た
て
ま
つ
り

て
、
こ
ま
や
か
な
る
御
直
衣
、
帯
し
ど
け
な
く
、
う
ち
乱
れ
給
へ
る
御
ざ
ま
に

て
、
」
（
須
磨
二
一
四
〇
）
も
そ
う
で
あ
る
が
、

 
山
が
つ
め
き
て
、
ゆ
る
し
色
の
黄
が
ち
な
る
に
、
，
青
鈍
の
、
狩
衣
・
指
貫
、

 
う
ち
や
つ
れ
て
、
殊
更
に
、
ゐ
中
び
も
て
な
し
給
へ
る
し
も
、
い
み
じ
う
、

 
見
る
に
ゑ
ま
れ
て
清
ら
な
り
。
（
須
磨
ニ
ー
四
九
～

の
須
磨
の
佗
住
居
で
、
源
氏
は
、
山
里
に
住
む
身
分
の
低
い
者
達
（
樵
夫
な
ど
）
が
・

着
る
よ
う
な
、
黄
味
の
多
い
ゆ
る
し
色
、
地
味
な
青
味
が
か
っ
た
う
す
墨
色
の

狩
衣
や
指
貫
な
ど
、
こ
と
さ
ら
田
舎
風
の
衣
裳
を
着
て
い
る
。
そ
れ
が
見
て
い

て
も
ほ
ほ
え
ま
れ
て
大
層
美
し
く
清
ら
か
で
あ
る
と
い
う
。
お
そ
ら
く
清
少
納
、

言
な
ら
醜
い
姿
と
し
て
軽
蔑
す
る
で
あ
ろ
う
条
件
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
紫
式
部

は
「
殊
更
に
」
「
レ
も
」
と
い
っ
た
、
そ
れ
こ
そ
、
却
っ
て
、
と
強
調
レ
な
が

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．
〆
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ら
、
「
い
み
じ
う
」
h
清
ら
」
に
見
え
る
源
氏
像
を
描
き
あ
げ
て
い
る
。

．
特
に
、
光
君
は
、
喪
服
の
、
墨
染
や
鈍
、
ま
た
藤
衣
に
よ
る
故
の
美
し
さ
が

き
わ
だ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
諸
作
品
で
も
こ
の
色
は
、
不
吉
な
い
と
わ
し
い

色
と
ざ
れ
て
い
る
の
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
り
、
 
「
源
氏
物
語
」
で
も
、
 
「
い

で
、
あ
な
心
憂
。
墨
染
こ
そ
、
な
ほ
、
い
と
う
た
て
、
目
も
く
る
～
色
な
り
け

れ
。
」
（
柏
木
四
-
三
七
）
「
浅
ま
し
き
墨
染
な
り
や
」
（
手
習
五
i
四
〇
七
）
な
ど
と
の

べ
て
い
る
ゆ
人
の
死
と
い
う
最
も
悲
傷
の
場
の
、
見
る
か
ら
に
い
と
わ
レ
い
服

色
を
、
容
姿
を
装
う
心
の
ゆ
と
り
も
な
い
傷
心
の
人
に
着
用
さ
せ
、
そ
れ
に
」

層
の
美
を
見
る
と
い
う
の
は
異
常
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
、
し
か
し
、
作
者

は
、
こ
の
喪
に
よ
る
姿
に
、
平
常
に
ま
さ
る
美
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
光
源
氏
に

く
り
返
し
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
源
氏
は
、
非
美
な
る
も
の
西
に

よ
っ
て
本
来
の
美
に
さ
ら
に
輝
き
が
増
す
と
し
て
い
る
。

 
こ
の
こ
と
は
王
朝
で
は
「
源
氏
物
語
」
だ
け
と
い
っ
て
も
よ
い
程
で
、
こ
と

に
光
源
氏
に
集
中
し
て
い
る
。

 
に
ば
め
る
御
衣
た
て
ま
う
れ
る
も
、
夢
の
心
地
し
て
、
「
わ
れ
さ
き
だ
㌧
ま

 
し
か
ば
、
ふ
か
く
そ
、
染
め
給
は
ま
し
」
と
、
思
す
さ
へ
、
か
ぎ
り
あ
れ
ば

 
薄
墨
衣
あ
さ
け
れ
ど
涙
ぞ
袖
を
ふ
ち
と
な
し
け
る
 
と
て
、
念
諦
し
給
へ
る

 
さ
ま
、
い
と
ゴ
な
ま
め
か
し
さ
ま
り
て
、
（
葵
了
三
四
一
）

葵
の
上
の
死
で
念
引
し
て
い
る
源
氏
の
鈍
色
の
喪
服
姿
が
、
平
常
よ
り
、
 
「
い

と
ゴ
」
「
ま
さ
り
て
」
、
一
層
な
ま
め
か
し
い
と
い
う
。
そ
し
て
、

 
中
宮
・
大
将
殿
な
ど
は
、
ま
し
て
、
す
ぐ
れ
て
物
も
思
し
わ
か
れ
ず
、
後
く

 
の
御
わ
ざ
な
ど
、
…
…
藤
の
御
衣
に
、
や
つ
れ
給
へ
る
に
つ
け
て
も
、
限
（
り
）

 
な
く
清
ら
に
心
苦
し
げ
な
り
。
（
賢
木
一
L
三
七
七
）

桐
壼
帝
の
崩
御
に
よ
る
喪
の
場
で
、
源
氏
は
藤
衣
を
着
用
し
て
い
る
。
そ
の

色
も
な
い
粗
悪
な
服
に
悲
嘆
の
身
を
包
ん
だ
お
よ
そ
美
か
ら
は
遠
く
あ
る
べ
き

姿
、
そ
れ
が
、
「
や
つ
れ
給
へ
る
に
つ
け
て
も
」
「
限
（
り
）
な
く
」
と
強
調
し

て
、
却
っ
て
こ
の
上
な
く
清
ら
か
に
美
し
く
見
え
る
と
讃
え
て
い
る
。
ま
た
、

 
…
…
じ
ど
け
な
う
、
う
ち
乱
れ
給
へ
る
さ
ま
な
が
ら
、
…
…
こ
れ
は
、
い
ま

 
す
こ
し
、
d
劇
や
が
倒
夏
の
御
直
衣
に
、
細
の
つ
や
㌧
か
な
ゐ
、
ひ
き
重

 
ね
て
や
つ
れ
給
へ
る
し
も
、
見
て
も
、
あ
か
ぬ
心
地
ぞ
す
る
。
（
葵
一
-
三
四
五
）

こ
れ
も
葵
の
上
の
喪
で
、
そ
の
兄
の
頭
中
将
は
鈍
色
の
直
衣
・
指
貫
を
う
す
く

衣
が
え
し
て
、
「
い
と
を
㌧
し
う
、
あ
ざ
や
か
に
、
心
は
ず
か
し
き
さ
ま
し
て
、
」

と
い
う
、
様
子
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
源
氏
は
、
鈍
の
直
衣
の
下
に
紅
の

下
襲
を
着
た
「
し
ど
け
な
う
、
う
ち
乱
れ
給
へ
る
さ
ま
」
で
比
べ
れ
ば
源
氏
の

方
が
余
程
非
美
的
な
姿
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
姿
で
あ
る
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
、
誰
が
見
て
も
そ
の
美
し
さ
は
飽
き
な
い
程
で
あ
る
と
、
 
「
し
も
」
-
で

強
く
言
い
切
っ
て
い
る
。

 
鈍
だ
る
御
衣
ど
も
な
れ
ど
、
色
あ
ひ
、
か
さ
な
り
好
ま
し
く
、
な
か
く
見

 
え
て
、
雪
の
光
に
、
い
み
じ
く
艶
な
る
寝
姿
を
、
見
い
だ
し
て
、
…
…
（
薄
雲

 
二
i
二
五
八
）

太
政
大
臣
や
式
部
卿
宮
の
た
め
の
喪
が
表
面
の
こ
と
で
あ
る
が
、
内
心
は
藤
壼

亮
去
の
た
め
で
あ
り
、
源
氏
は
鈍
色
の
喪
服
姿
で
あ
る
。
常
識
で
は
、
好
ま
し

く
な
い
筈
の
鈍
の
か
さ
な
り
の
色
合
で
あ
り
、
乏
く
に
、
「
枕
草
子
」
で
は

↓
あ
る
か
な
き
か
な
る
薄
鈍
、
あ
は
ひ
も
見
え
ぬ
う
は
衣
な
ど
ば
か
り
、
あ
ま

た
あ
れ
ど
、
つ
ゆ
の
は
え
も
見
え
ぬ
に
己
（
八
三
段
 
ご
＝
）
と
述
べ
て
鈍
の
喪
服

の
か
さ
ね
着
の
作
者
の
醜
さ
を
描
い
て
い
る
。
し
か
し
、
源
氏
で
は
全
く
対
躁

的
に
そ
れ
を
、
「
な
れ
ど
」
「
な
か
く
見
え
て
」
と
、
あ
え
て
否
定
し
強
調

し
な
が
ら
異
常
な
「
好
ま
し
」
さ
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
雪
の
白
光
を
背
景
・

（42）



 
に
し
た
鈍
色
の
源
氏
の
姿
は
ま
た
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
「
艶
」
と

 
い
う
一
そ
れ
も
「
い
み
じ
う
」
と
い
う
程
の
-
美
し
さ
で
あ
る
と
賞
讃
し

 
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
一
度
源
氏
に
着
用
さ
せ
る
と
通
常
で
は
考
え
ら
れ

 
な
い
よ
う
な
特
異
な
美
が
発
せ
ら
れ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
の
べ
、
て
い
る
。

 
 
こ
う
し
た
、
墨
や
鈍
や
藤
衣
の
や
つ
れ
姿
を
、
そ
れ
故
に
こ
そ
一
層
そ
の
美

 
が
ま
さ
る
と
し
て
、
特
異
な
源
氏
像
の
形
象
を
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、

●
 
無
紋
の
う
へ
の
御
衣
に
、
鈍
色
の
御
下
襲
、
縷
、
巻
き
給
へ
る
や
つ
れ
姿
、

 
 
花
や
か
な
る
御
よ
そ
ひ
よ
り
も
、
な
ま
め
か
し
さ
、
ま
さ
り
給
へ
り
。
（
葵

 
 
一
-
三
五
五
）

 
ど
、
は
っ
．
き
り
「
花
や
か
な
る
御
よ
そ
ひ
よ
り
も
、
…
…
ま
さ
り
給
へ
り
。
」
と

 
断
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
 
こ
の
よ
う
に
、
源
氏
に
対
し
て
、
衣
裳
の
色
合
に
よ
る
究
極
の
美
を
、
服

 
喪
の
場
の
、
黒
や
色
も
な
い
藤
に
よ
る
や
つ
れ
姿
に
よ
っ
て
描
き
出
そ
う
と
し

 
た
。
晴
の
場
、
華
麗
な
さ
ま
ざ
ま
の
色
合
の
衣
裳
、
美
し
く
あ
る
こ
と
を
意
識

 
し
着
飾
っ
た
姿
、
そ
れ
に
王
朝
の
容
姿
美
が
生
ま
れ
る
と
考
え
る
の
が
当
然
で

 
あ
り
、
そ
れ
は
「
枕
草
子
」
．
を
代
表
と
し
て
他
の
諸
作
品
に
も
み
ら
れ
た
こ
と

 
は
前
記
の
ど
お
り
で
あ
る
。

 
 
し
か
し
、
紫
式
部
は
、
悲
嘆
に
く
れ
る
心
、
．
「
目
も
く
る
㌧
，
」
服
色
に
包
ま

 
れ
、
美
し
く
あ
ろ
う
之
す
る
意
識
を
持
つ
ゆ
と
り
も
な
い
「
や
つ
れ
」
姿
、
美

 
の
生
れ
る
の
と
は
対
蹟
的
な
こ
う
し
た
条
件
を
設
定
し
な
が
ら
、
そ
れ
故
に
こ

 
そ
却
っ
て
一
層
の
美
が
発
揮
さ
れ
る
と
強
調
し
て
い
る
。
一
そ
れ
は
光
源
氏

 
と
い
う
人
物
に
お
い
て
一
。

 
 
こ
の
よ
う
な
喪
姿
で
な
い
時
は
、
作
者
は
し
ば
し
ば
源
氏
に
白
の
衣
裳
を
選

 
ん
で
い
る
。
前
掲
の
雨
夜
の
品
定
の
場
で
の
「
白
き
御
衣
ど
も
の
、
な
よ
～
か

光
源
氏
の
一
面
一
，
そ
の
服
色
の
象
徴
す
る
も
の
一

な
る
に
、
」
（
層
木
一
⊥
ハ
ニ
）
、
同
じ
く
須
磨
の
場
で
の
「
白
き
綾
の
な
よ
ら
か
な

る
、
し
を
ん
い
う
な
ど
た
て
ま
つ
り
て
、
こ
ま
や
か
な
る
御
直
衣
、
」
（
須
磨
二
-

四
〇
）
、
ま
た
、
夕
霧
と
一
緒
の
折
の
「
お
と
ゴ
は
、
う
す
き
御
直
衣
、
白
き
御

衣
の
、
唐
め
き
た
る
が
、
文
、
け
ざ
や
か
に
、
つ
や
く
と
す
き
た
る
を
た
て

ま
つ
り
て
、
」
（
藤
裏
葉
三
⊥
九
四
）
な
ど
、
白
一
色
の
場
合
も
、
ほ
か
の
色
と
一

緒
の
場
合
も
あ
る
が
、
そ
の
美
し
さ
が
、
「
い
と
め
で
た
く
、
女
に
て
、
見
た

て
ま
つ
ら
ほ
ま
し
。
」
「
ゆ
㌧
し
う
清
ら
」
「
蓋
き
せ
ず
、
あ
て
に
な
ま
め
か
し

う
」
な
ど
と
讃
嘆
さ
れ
、
そ
れ
も
、
「
い
と
」
「
ゆ
～
し
う
」
「
蓋
き
せ
ず
」
の

よ
う
な
最
上
級
の
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
て
、

 
今
朝
は
、
例
の
や
う
に
、
お
ほ
と
の
ご
も
り
起
き
さ
せ
給
ひ
て
、
宮
の
御
方

 
に
、
御
文
た
て
ま
つ
れ
給
ふ
。
…
…
白
き
紙
に
、
中
道
を
隔
つ
る
ほ
ど
は
な

 
け
れ
ど
も
心
み
だ
る
㌧
今
朝
の
あ
は
雪
・
梅
に
つ
け
給
へ
り
位
…
…
白
き
御

 
衣
ど
も
着
給
ひ
て
、
花
を
ま
さ
ぐ
り
給
ひ
つ
＼
、
友
待
つ
雪
の
、
ほ
の
か
に

 
残
れ
る
上
に
、
う
ち
散
り
そ
ふ
空
を
、
な
が
め
給
へ
り
。
…
…
と
、
花
を
ひ

 
き
隠
し
て
、
御
簾
を
お
し
上
げ
て
、
な
が
め
給
へ
る
さ
ま
、
夢
に
も
、
か
㌧

 
る
、
人
の
親
に
て
、
お
も
き
位
と
見
え
給
は
ず
、
わ
か
う
な
ま
め
か
し
き
御

 
さ
ま
な
り
。
（
若
菜
上
三
⊥
一
五
三
）

こ
の
場
面
で
の
光
源
氏
は
、
す
で
に
準
太
上
天
皇
と
い
う
最
も
尊
貴
な
身
分
で

あ
り
、
明
石
姫
君
は
皇
太
子
妃
、
夕
霧
は
中
納
言
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
内

親
王
女
三
宮
の
夫
と
い
う
立
場
の
、
の
ぼ
り
つ
め
た
時
期
に
あ
る
。
年
令
も
四

十
を
越
え
て
人
間
と
し
て
円
熟
・
完
成
さ
れ
た
年
代
で
あ
る
。

 
こ
の
前
あ
た
り
か
ら
物
語
も
第
二
部
に
入
り
、
源
氏
に
も
衰
兆
が
し
の
び
よ

っ
て
く
る
、
い
わ
ば
そ
の
前
の
頂
点
に
立
つ
時
で
あ
る
。

 
庭
園
に
の
こ
る
雪
～
さ
ら
に
散
り
添
っ
て
降
る
雪
、
雪
に
も
ま
が
う
さ
か
り

（43）



の
梅
花
。
そ
し
て
雪
を
詠
じ
た
女
三
宮
へ
の
消
息
の
白
い
料
紙
、
そ
れ
を
つ
け

る
文
有
恩
の
白
梅
、
こ
の
よ
う
な
白
一
、
色
を
背
景
に
、
白
の
衣
裳
で
い
か
に
も

若
々
し
く
な
ま
め
か
し
い
光
源
氏
像
が
描
き
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
人
々
の
憧
憬

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
5

の
的
、
光
君
の
理
想
像
を
作
者
は
白
一
色
の
鳶
色
で
現
出
さ
せ
て
い
る
の
で
あ

る
。

 
源
氏
の
美
の
形
象
の
た
め
ふ
前
に
あ
げ
た
「
花
や
か
な
る
御
ぱ
そ
ひ
よ
り
も
」

と
、
こ
と
更
、
鈍
な
ど
の
黒
の
色
合
で
描
き
続
け
た
作
者
の
心
が
、
喪
で
な
い

場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
白
の
墨
色
を
選
ば
せ
た
の
で
は
な
い
か
。
完
壁
の
源

氏
像
を
描
き
出
す
た
め
に
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
六

 
 
 
 
 
 
 
 
（

 
正
月
に
着
る
衣
裳
を
暮
に
源
氏
か
ら
と
く
に
身
近
か
な
婦
人
達
に
贈
る
、
そ

の
色
合
選
び
に
、

 
着
給
は
ん
人
の
御
か
た
ち
に
、
 
思
ひ
よ
そ
へ
っ
～
、
 
た
て
ま
つ
れ
給
へ
か

 
し
。
着
た
る
物
の
、
人
ざ
ま
に
似
ぬ
は
、
ひ
が
く
し
う
も
あ
り
か
し

 
（
玉
箋
 
二
⊥
二
七
〇
）

 
つ
れ
な
く
て
、
人
の
か
た
ち
推
し
は
か
ら
ん
の
御
心
な
め
り
な
。
（
玉
髪
・
，

 
三
七
一
）

と
あ
る
、
，
源
氏
と
紫
の
上
の
こ
れ
ら
の
会
話
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
「
端
が
う

か
が
え
る
が
、
 
「
源
氏
物
語
」
に
登
場
す
る
主
要
な
女
性
の
服
色
は
、
だ
だ
単

に
そ
の
人
物
の
外
面
的
な
容
姿
を
示
す
た
め
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
に

 
 
 
 
 
注
6

つ
い
一
て
は
小
稿
に
詳
し
い
の
で
略
す
が
、
端
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
そ
の
ま

ま
具
体
的
な
形
を
と
っ
て
服
色
に
あ
ら
わ
れ
る
、
と
で
も
言
い
得
る
よ
う
で
あ

る
。

 
す
な
わ
ち
、
こ
の
物
語
で
は
、
衣
裳
と
〃
人
ざ
ま
”
は
相
即
不
離
の
も
の
で

・
あ
り
、
そ
の
色
目
か
ら
ま
だ
見
た
こ
と
も
な
い
人
物
を
推
測
す
る
こ
と
さ
え
可

能
で
、
服
色
は
人
が
ら
の
象
徴
と
考
え
ら
れ
て
い
る
亡
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
こ

と
は
女
性
の
場
合
で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
作
者
の
態
度
は
当
然
主
要
な
男
性

に
も
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
は
ず
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ま
で
み
て
き

た
光
君
の
服
色
は
何
を
語
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
作
者
が
何
を
託
そ
う
乏
レ

て
こ
う
し
た
色
を
選
ん
で
描
い
て
き
た
の
か
、
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
色
に
よ
っ

て
何
を
象
徴
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
こ
の
物
語
の
主
役
光
君
で
あ
る
だ
け
に
考

察
し
て
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

 
彼
の
境
涯
は
、
自
身
、
「
鏡
に
見
ゆ
る
影
を
は
b
め
て
、
人
に
は
異
な
り
け
る

身
な
が
ら
、
」
（
御
法
四
⊥
八
七
）
「
こ
の
世
に
つ
け
て
は
、
・
飽
か
ず
思
ふ
べ
き
こ

と
、
を
さ
く
あ
る
ま
じ
う
、
高
き
身
に
は
生
ま
れ
な
が
ら
、
」
（
幻
四
-
一
九
八
）

と
、
最
晩
年
に
生
涯
を
か
え
り
み
・
て
語
っ
て
い
る
と
お
り
、
尊
貴
な
皇
子
と
し

て
生
ま
れ
、
こ
の
世
の
人
と
は
思
え
ぬ
程
の
美
貌
才
智
に
め
ぐ
ま
れ
、
何
事

に
つ
け
て
も
足
ら
ぬ
も
の
の
な
い
境
涯
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
が
、
そ
れ
は
、

 
「
身
な
が
ら
」
「
生
ま
れ
な
が
ら
」
と
の
べ
で
い
る
よ
う
に
A
．
源
氏
の
一
面

で
、
彼
の
生
き
ざ
ま
に
は
、
そ
の
顔
さ
え
お
ぼ
え
ぬ
幼
時
の
頃
の
母
の
死
に
始

ま
り
、
祖
母
、
父
帝
た
ち
骨
肉
の
人
々
や
、
葵
の
上
を
始
め
薄
雲
女
院
、
夕
顔

な
ど
多
く
の
愛
す
る
異
性
の
死
、
終
に
は
最
愛
の
伴
侶
紫
の
上
に
さ
え
先
立
た

れ
る
、
と
い
う
、
死
を
悲
し
み
無
常
に
嘆
息
す
る
日
々
が
少
な
く
な
い
。
世
を

い
と
う
気
持
が
彼
の
心
に
暗
い
騎
を
お
と
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

 
そ
し
て
、
彼
は
、

 
去
年
・
今
年
、
う
ち
つ
暗
き
、
か
㌧
る
事
を
見
給
ふ
に
、
世
も
、
い
と
あ
ぢ

 
き
な
う
、
思
さ
る
れ
ば
、
か
㌧
る
つ
い
で
に
も
、
ま
つ
お
ぼ
し
立
た
る
㌧
事

（ 44一）



 
は
あ
れ
ど
、
ま
た
、
さ
ま
ぐ
の
御
ほ
だ
し
．
多
か
り
。
聲
木
 
一
-
三
七
七
）

 
故
院
に
お
く
れ
た
て
ま
つ
り
し
頃
ほ
ひ
よ
り
、
世
の
、
常
な
く
思
う
給
へ
ら

 
れ
し
か
ば
、
と
の
か
た
の
本
意
、
ふ
か
く
進
み
侍
り
に
し
を
、
心
よ
わ
く
、

 
思
う
た
ま
へ
、
た
ゆ
た
ふ
事
の
み
侍
り
つ
㌧
、
つ
ひ
に
、
か
く
、
見
た
て
ま

 
つ
り
な
し
侍
る
ま
で
、
お
く
れ
た
て
ま
つ
り
侍
り
ぬ
る
心
の
ぬ
る
さ
を
、
恥

 
つ
か
し
く
思
へ
給
へ
ら
る
㌧
か
な
。
（
若
菜
上
三
-
二
．
．
．
四
）

と
、
若
年
の
頃
か
ら
葵
の
上
や
父
院
の
喪
に
よ
る
悲
し
み
、
無
常
を
知
っ
て
仏

門
に
入
る
こ
と
を
願
い
、

 
い
に
し
へ
よ
り
、
・
御
身
の
有
様
、
お
ぼ
し
続
く
る
に
、
「
…
…
い
は
け
な
き

 
程
よ
り
、
か
な
し
く
、
常
な
き
世
を
、
辱
思
ひ
知
ら
す
べ
く
、
仏
な
ど
の
す
㌧

 
め
給
ひ
け
る
身
を
、
心
強
ぐ
過
ぐ
し
て
、
つ
ひ
に
、
「
来
し
方
・
行
（
く
）
先

 
も
、
た
め
し
あ
ら
じ
」
、
と
、
お
ぼ
ゆ
る
悲
し
さ
を
、
見
つ
る
か
な
、
今
は
、

 
こ
の
世
に
、
後
め
た
き
こ
と
、
残
ら
ず
な
り
ぬ
。
ひ
た
み
ち
に
、
行
ひ
に
お

 
も
む
き
な
ん
に
、
さ
は
り
所
あ
る
ま
じ
き
を
、
（
御
法
四
⊥
八
七
．
八
）

 
「
人
よ
り
も
、
殊
に
口
惜
し
き
契
り
に
も
あ
り
け
る
か
な
」
と
思
ふ
事
絶
え

 
ず
。
世
の
、
は
か
な
く
憂
き
を
知
ら
す
べ
く
、
仏
な
ど
の
、
お
き
て
給
へ
る

 
身
な
る
べ
し
。
（
二
四
-
一
九
八
）

の
よ
う
に
、
幼
時
の
母
と
の
死
別
に
は
じ
ま
り
、
晩
・
年
に
い
た
、
っ
て
の
紫
の
．

上
と
の
別
れ
ま
で
、
仏
が
出
家
さ
せ
る
た
め
に
こ
の
よ
う
な
運
命
を
与
え
た
の

で
あ
ろ
う
と
い
う
、
死
と
い
う
現
世
の
最
大
の
悲
じ
み
を
度
重
ね
経
験
し
て
き

た
源
氏
の
生
涯
で
あ
っ
た
。
出
家
を
願
い
な
が
ら
そ
れ
が
果
せ
な
か
っ
た
た
め

に
、
生
涯
現
世
を
厭
離
し
て
仏
道
へ
進
も
う
と
希
求
し
続
け
て
い
た
と
言
え
る

で
あ
ろ
う
。
'

彼
は
極
冠
の
栄
花
世
界
の
華
麗
さ
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
迷
妄
と
知

光
源
氏
の
一
面
i
そ
の
服
色
の
，
象
徴
す
る
も
の
一

 
っ
て
、
 
一
切
を
捨
て
て
無
の
世
界
、
浄
土
へ
達
す
る
仏
門
へ
入
ろ
う
と
願
っ

た
、
そ
の
求
道
の
心
が
彼
の
ま
こ
と
の
姿
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

・
王
朝
の
、
二
百
種
に
近
い
さ
ま
ざ
ま
の
衣
裳
の
色
、
源
氏
と
も
な
れ
ば
ど
の
．

よ
う
な
豪
奢
三
寸
ど
し
た
装
束
を
も
自
由
に
着
用
し
、
思
う
存
分
美
し
く
装
う

こ
と
が
で
き
た
筈
で
あ
る
。

 
し
か
し
、
光
君
の
美
が
強
調
さ
れ
、
一
き
わ
、
そ
れ
故
に
彼
の
輝
き
が
無
限

に
発
揮
さ
れ
る
、
と
し
た
の
は
、
逆
に
そ
う
し
た
色
一
切
を
捨
て
た
、
黒
、
そ

し
て
あ
る
場
で
は
白
に
よ
る
姿
で
あ
る
、
と
作
者
は
断
言
し
て
い
る
。

 
作
者
は
、
王
朝
の
す
べ
て
の
色
彩
を
知
り
つ
く
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
多
彩
の

色
を
超
え
た
無
彩
色
の
世
界
、
つ
ま
り
、
黒
一
白
と
い
う
極
限
の
二
色
に
こ

そ
、
あ
り
き
た
り
で
は
な
い
、
真
の
究
極
の
美
を
生
み
出
す
力
が
秘
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
探
り
得
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
特
に
光
源
氏
で
あ
る
こ
と
を
条
件

と
し
て
。

 
こ
う
し
た
作
者
の
美
意
識
は
、
女
主
人
公
紫
の
上
の
、
春
の
曙
の
霞
の
間
か

、
ら
樺
桜
の
咲
き
乱
れ
た
の
を
見
る
心
地
が
す
る
（
野
分
三
-
四
六
）
と
讃
え
ら
れ
た

生
前
の
装
お
い
の
映
発
す
る
よ
う
な
美
し
さ
よ
り
も
、
通
常
な
ら
い
と
わ
し
か

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
曇

る
べ
き
死
の
床
に
横
た
わ
る
容
貌
に
世
を
絶
す
る
美
を
見
、
ま
た
万
人
が
そ
の

美
を
賞
翫
す
る
春
の
百
花
練
乱
の
色
彩
、
秋
の
千
葉
錦
繍
の
彩
り
よ
り
も
、
誰
・

も
賞
で
る
も
の
も
な
い
「
す
さ
ま
じ
き
た
め
し
」
と
い
わ
れ
る
極
寒
の
月
光
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
8

雪
の
色
な
き
自
然
の
景
に
こ
そ
、
無
限
の
美
を
見
出
す
、
と
し
た
常
識
を
こ
え

た
非
凡
な
意
識
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

 
通
常
な
ぢ
非
美
と
も
い
う
べ
き
、
彩
り
の
な
い
白
・
黒
の
世
界
に
こ
そ
、
虚

し
い
假
の
現
世
に
咲
く
は
な
や
い
だ
美
を
超
え
た
、
も
っ
と
次
元
の
高
い
、
究

極
の
美
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
に
作
者
は
王
朝
の
現
実
を
凝
視
し
つ
つ
到
達

（45）
'



！

し
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
．

 
光
君
の
喪
の
や
つ
れ
姿
に
よ
っ
て
、
彼
の
心
の
奥
、
源
氏
の
深
部
に
あ
る
、

人
の
死
へ
の
悲
し
み
、
現
世
の
無
常
感
、
そ
れ
か
ら
厭
離
し
ょ
う
と
生
涯
を
通

し
て
出
家
を
志
し
、
仏
道
を
求
め
続
け
た
内
面
の
真
の
心
が
象
徴
さ
れ
、
同
時

に
美
レ
か
る
べ
き
〃
花
や
か
な
る
御
よ
そ
ひ
よ
り
”
は
、
常
人
の
美
と
も
思
わ

な
い
〃
目
も
く
る
る
〃
黒
と
、
色
な
き
白
に
よ
っ
て
、
光
君
の
み
と
も
言
え
る

現
世
の
常
識
的
な
美
を
超
え
る
無
比
・
無
上
の
美
を
発
揮
し
得
る
非
凡
な
「
人

 
 
注
9

か
ら
」
を
象
徴
し
よ
う
と
し
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
七

 
 
 
 
 
 
 
 
（

 
岡
博
士
は
「
こ
の
よ
う
な
陰
謀
・
呪
咀
・
神
経
闘
争
の
暗
黒
面
と
栄
華
・
享

楽
・
耽
美
生
活
の
綺
羅
面
の
交
錯
す
る
世
界
に
お
い
て
、
世
間
の
虚
假
に
徹
し

て
、
翌
翌
是
真
の
久
遠
の
光
を
絶
望
的
に
希
求
し
た
の
が
、
紫
式
部
の
文
芸
で

 
 
 
注
1
0

あ
っ
た
。
」
と
「
源
氏
物
語
」
に
つ
い
て
の
べ
ら
れ
、
「
紫
式
部
日
記
」
に
つ
い

一
て
も
、
「
『
こ
と
わ
ざ
し
げ
く
憂
き
」
世
の
中
へ
の
精
神
的
抵
抗
が
、
厭
離
繊

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
1
1

土
・
欣
求
浄
土
の
純
一
の
求
道
心
と
な
り
、
…
…
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

 
こ
う
し
た
作
者
の
態
度
が
、
そ
れ
は
日
記
の
申
に
、
一
そ
れ
故
真
実
の

彼
女
の
心
が
の
ぞ
き
み
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
一
「
と
し
く
れ
て
わ
が
世
ふ

け
ゆ
く
風
の
音
に
心
の
う
ち
の
す
さ
ま
じ
き
か
な
」
（
四
八
四
）
と
ひ
と
り
ご
と

が
い
わ
れ
た
と
あ
る
β
極
盛
の
世
界
に
い
な
が
ら
「
す
さ
ま
じ
き
」
心
さ
な

が
ら
の
年
の
暮
に
吹
き
す
さ
ぶ
寒
風
の
よ
う
な
、
耐
え
が
た
い
氷
の
よ
う
な
心

底
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
な
も
の
が
光
源
氏
像
の
深
部
に
託
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
．

 
さ
ら
に
岡
博
士
が
、
h
作
者
の
現
実
凝
視
が
異
常
に
深
刻
で
、
遙
か
に
当
代

の
作
品
を
凌
駕
し
て
、
十
分
近
代
の
ヌ
ゥ
ヴ
ェ
ル
に
伍
し
て
劣
ら
ぬ
貫
禄
を
そ

 
 
 
 
注
1
2
 
 
・
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＼
 
 
 
 
 
 
 
．

な
へ
て
み
る
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
現
実
を
深
く
冷
徹
に
み
つ
め
、
万
象

の
本
質
を
追
求
し
続
け
、
栄
花
の
世
界
に
酔
い
得
ず
、
そ
こ
に
假
象
の
虚
し
さ

を
感
じ
、
そ
れ
故
、
そ
れ
ら
を
捨
て
現
世
を
超
え
た
所
に
理
想
を
求
め
た
彼
女

の
心
が
、
光
君
を
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
な
形
で
つ
く
り
上
げ
た
と
考
え
ら
、

れ
る
。
．

 
作
者
の
人
生
観
か
ら
す
れ
ば
、
王
朝
の
色
彩
も
、
つ
き
つ
め
て
ゆ
け
ば
、
さ

ま
ざ
ま
の
彩
り
は
漁
り
の
も
の
で
あ
り
、
究
極
は
、
あ
ら
ゆ
る
色
を
超
え
、
か

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
1
3

つ
無
限
の
色
を
秘
め
た
白
と
黒
の
無
彩
色
の
世
界
に
到
達
し
、
そ
れ
に
て
そ
色

の
本
性
を
求
め
得
た
の
で
あ
ろ
う
。

 
そ
し
て
、
作
者
に
と
っ
て
こ
れ
を
託
し
得
る
人
物
を
求
め
れ
ば
光
源
氏
で
な

く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

 
「
枕
草
子
」
を
始
め
と
す
る
当
代
の
作
品
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ぬ
ば
か
り

で
な
く
、
そ
れ
を
否
定
し
た
よ
う
な
こ
う
し
た
特
異
の
美
を
創
造
し
た
の
は
、

当
時
の
一
般
の
人
々
が
肯
定
し
て
い
る
王
朝
の
現
実
を
醒
め
た
眼
で
視
て
得
た

紫
式
部
の
観
念
を
通
じ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
容
易
の
諸
作
品
の
皮
相
の
美
と

は
隔
っ
た
、
 
む
し
ろ
対
蹟
的
と
も
い
え
る
も
の
と
な
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ

る
。注

 
、
1 
 
小
稿
「
枕
草
子
の
一
性
格
一
男
性
の
服
色
を
と
お
し
て
一
」
 
（
日
本
文
学

 
 
研
究
 
第
十
六
号
 
昭
5
5
・
1
1
）

2
、
小
稿
「
源
氏
物
語
に
お
け
る
女
性
の
服
色
」
 
（
和
洋
国
文
研
究
 
第
1
0
号

'
昭
4
8
・
7
）
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「
枕
草
子
回
想
段
に
つ
い
て
コ
定
子
の
美
を
と
お
し
て
一
」
 
（
日
本
文
学

 
 
研
究
 
第
十
四
号
 
昭
和
5
3
・
H
）

 
 
「
古
典
の
色
-
 
王
朝
文
学
の
彩
り
」
（
「
日
本
の
色
」
講
談
社
 
昭
和
5
5

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
！

 
 
・
4
）
所
収
な
ど
。

3
、
岡
 
一
男
「
古
典
遣
遙
 
i
文
芸
学
試
論
一
」
 
（
笠
間
書
院
 
昭
和
4
6
・

 
 
4
）
三
四
九
頁

4
、
注
1
 
参
照

5
、
河
鰭
実
英
「
有
職
故
実
」
 
（
塙
書
房
 
昭
和
5
1
・
7
）
に
よ
る
と
、
直
衣

 
 
は
冬
は
白
と
あ
る
が
、
石
村
貞
吉
「
源
氏
物
語
有
職
の
研
究
」
 
（
風
間
書

 
 
房
 
昭
和
3
9
・
1
2
）
前
田
千
寸
「
日
本
色
彩
文
化
史
」
 
（
岩
波
書
店
 
昭

 
 
和
3
5
・
5
）
な
ど
に
は
、
地
質
、
紋
柄
、
色
目
な
ど
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ

 
 
り
、
色
目
の
制
限
も
な
い
の
で
雑
砲
の
名
が
あ
る
と
い
う
。
た
だ
老
人
は

 
 
多
く
白
を
用
い
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
光
源
氏
は
若
年
の
頃
か
ら
白
を

 
 
着
用
し
て
い
る
か
ら
年
令
と
か
か
わ
り
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

6
、
注
2
 
参
照

7
、
小
稿
「
源
氏
物
語
の
・
美
-
死
に
か
か
わ
る
描
写
を
と
お
し
て
一
」
 
（
語
文

 
 
第
四
十
六
輯
 
昭
和
5
3
・
1
2
）

8
、
小
稿
「
源
氏
物
語
の
美
「
す
さ
ま
じ
」
の
対
象
を
と
お
し
て
」
（
「
鈴
木
知

 
 
太
郎
博
士
古
稀
記
念
国
文
学
論
致
」
桜
楓
社
出
版
 
昭
和
5
0
・
1
0
）
所
収

9
、
小
稿
「
王
朝
物
語
の
色
彩
表
現
-
源
氏
物
語
を
中
心
に
一
」
（
「
日
本
人
の

 
 
表
現
」
笠
間
書
院
 
昭
和
5
3
・
1
0
）
所
収

1
0
、
岡
 
一
男
「
源
氏
物
語
の
基
礎
的
研
究
」
 
（
東
京
堂
出
版
 
昭
和
4
1
・

 
 
8
）
三
一
頁

1
1
、
注
1
0
ど
同
書
三
八
二
頁

1
2
、
注
1
0
と
同
書
 
五
九
五
頁

1
3
、
小
稿
「
墨
蹟
の
光
輝
の
発
見
」
（
「
平
安
朝
文
学
の
色
相
」
笠
間
書
院
 
昭

 
-
和
4
2
・
9
）
所
収

 
 
小
稿
「
墨
染
の
美
-
源
氏
物
語
に
お
け
る
一
」
 
（
右
と
同
書
）
所
収

 
 
現
代
の
色
彩
学
，
で
む
、
す
べ
て
の
色
彩
を
含
み
、
そ
の
9
5
％
を
反
射
す
る

の
が
白
、
そ
の
9
5
％
を
吸
収
す
る
の
が
黒
と
言
わ
れ
る
。

引
用
の
作
品
は
、
 
「
宇
津
保
物
語
」
．
が
朝
日
新
聞
社
の
日
本
古
典
全
書
で

あ
る
他
は
、
す
べ
て
、
岩
波
書
店
の
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
よ
っ
た
。

（47）

光
源
氏
の
一
面
一
そ
の
服
色
の
象
徴
す
る
も
の
ー


